








   　 话剧在中国，是一种全新的戏剧式样。从它的诞生算起，迄今也不过一百年出头的历史，和
历史悠久、观众广泛的昆剧、京剧等传统戏剧样式相比较，它自无疑是一个“小兄弟”。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7 － 177 －
熊佛西与观众
方方　不。一定是鬼在和我们捣乱。我们
明明看见是鬼！
九儿　您俩没有看错罢？因为您俩都是近
视眼。您俩时常看错东西，当您们
没有戴眼镜的时候。
巡警　你们睡觉去掉眼镜么？
方方　去掉。
巡警　平常你们去掉眼镜，你们看得清楚
么？
顺顺　不清楚。但是我的眼睛比他的强。
他只要去掉眼镜简直就是瞎子。也
许他看错了，但是我决不会看错。
巡警　好罢。你们现在用不着多说，现在
请你们俩仍然照刚才去掉眼镜，灭
了电灯睡下，让我站在这儿侦探，
看看究竟是什么在这屋里作怪！
方方　好。我们就睡下罢！让他侦探。
顺顺　我不睡下。我怕。
巡警　不要紧。我们这些人在这儿还怕什
么？睡下罢！睡下罢！
　〔方方、顺顺去了眼镜依旧睡下。
你去灭电灯。
九儿　是。
　〔电灯一灭，火球复显。方方、顺顺则
大呼。
顺、方　嗳呀！鬼又来了！鬼又来了！鬼
又来了！
自分でたたっているのかも。 
方方　いいえ。きっと幽霊です。わたしたちははっ
きり幽霊を見ました。
九児　お二人は見間違えられたのでは？お二人と
も近視でいらっしゃって，眼鏡をかけてお
られないと，しょっちゅう見間違えられま
すから。
巡査　寝るとき眼鏡をはずしますか？
方方　はずします。
巡査　ふだん眼鏡をはずされると，はっきり見え
ますか？
順順　はっきり見えません。しかし，私は彼より
目がいいんです。彼は眼鏡をはずとと，ま
るっきり盲人です。彼は見間違うかもしれ
ませんが，私は決して見間違いません。
巡査　わかりました。もうそんなにおっしゃらな
くても結構です。それでは，お二人はさっ
きと同じように眼鏡をはずして，明かりを
消して横になってください。私がここに
立って，この部屋で一体何が悪さをしてい
るのか突き止めましょう。
方方　わかりました。僕たちは横になって，突き
止めてもらおう。
順順　僕はいやだ，恐い。
巡査　大丈夫です。私たちがここにいるのですか
ら恐いものですか。横になって下さい！
　〔方方、順順，眼鏡をはずして元通り横になる。
　君は明かりを消したまえ。
九児　はい。
　〔明かりが消えると，火の玉がまた現れ，方方、
順順は大声で叫ぶ。
順、方　わあ！幽霊がまた出た！幽霊がまた出
た！
－ 178 －
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巡警　在哪里？鬼在哪里？
方方　现在正在我头上！正在我头上！
巡警　这里？这里？
方方　对！对！
　〔巡警用手将火球捉住，火球则没。
巡警　现在你们还瞧见什么？
顺、方　什么都没有了。
巡警　好了。现在你把电灯打开。请你们
戴上眼镜起来看。你们所谓的鬼现
在已经在我手掌心里了！
　〔九儿开了电灯，顺顺、方方起来。
顺顺　鬼呢？
巡警　这就是你们所谓的鬼！
方方　这不是一只萤火虫么？
巡警　不错，这是一只萤火虫，你们戴上
眼镜就是一只萤火虫，你们去掉眼
镜就是一个鬼！
顺顺　这明明是一只萤火虫，怎么在我们
看来是一个鬼！
方方　原来我们都是近视眼！
巡警　原来你们是一对近视眼！哈哈……
哈……
――幕落――
巡査　どこに？幽霊はどこですか？
方方　いまちょうど僕の頭に！ちょうど僕の頭
に！
巡査　ここ？ここですか？
方方　はい、そうです！
　〔巡査が手で火の玉を捕らえると，火の玉は消
える。
巡査　今は何が見えますか？
順、方　何もなくなりました。
巡査　ＯＫ。明かりを点けて。お二人は眼鏡をか
けて起きてみてください。あなた方のおっ
しゃる幽霊はもう私が手の中です。
　〔九児が明かりを点け，順順、方方は起き上がる。
順順　幽霊は？
巡査　これこそがあなた方のおっしゃる幽霊です
よ！
方方　これは蛍じゃありませんか？
巡査　その通り，これは蛍です。あなた方が眼鏡
をかければ蛍，眼鏡をはずせば幽霊です。
順順　これは確かに蛍だ。どうして僕には幽霊に
見えたんだろう。
方方　僕たちはどちらも近視だったんだ！
巡査　なんだ，あなた方はどちらも近視だったの
ですね！はは……はは……
――幕下りる――
